
環境方針 

環境方針の決定 

環境統括責任者である学校長は以下の事項を満たすことを確実にした環境方針を定める。 

1.中学・高校の教育活動の場という性質、規模及び環境影響に対して適切であること 

2.継続的改善及び汚染の予防に関する約束を含むこと 

3.関連する法規制及び本校が同意するその他の要求事項を遵守する約束を含むこと 

4.環境目的及び目標の設定と見直しの枠組みを示すこと 

環境方針の周知徹底と公開 

1.環境方針はそれが実行されるように文書化され、維持され、対象範囲に周知される 

2.環境方針は広く一般に開示する 

基本理念 

田園調布中等部・高等部は地球環境の保全が２１世紀の最重要課題であることを認識し、自然環境との調和

および省エネルギー化を図った校舎の完成を契機として教職員生徒が一体となって環境の保全と改善に努

め、建学の精神「捨我精進」に基づき持続可能な社会の発展に貢献できる人格の育成を目指します。 
 

基本方針 

1.教育活動を通して環境問題の重要性の理解を促進し、自主的に環境保全に取り組む人材を育成します。 

2.あらゆる活動にかかわる環境側面を常に認識し、環境に対する影響を評価し、省資源・省エネルギー・廃棄

物分別処理に積極的に取り組むことにより環境負荷の軽減に努めるとともに、安全・快適な教育環境を実現す

るようにします。 

3.すべての校内活動にかかわる環境側面に関係して適用可能な法的要求事項及び本校が同意するその他の

要求事項を順守します。 

4.この環境方針を達成するため環境目的・目標を設定して校内に周知し、環境マネジメントシステムにより実践

するとともに、定期的な見直しによりシステムの継続的な改善と環境汚染の予防に努めます。 

5.この環境方針は本校にかかわる人々に文書ならびに、インターネット(ホームページ)により公開し、環境保全

活動の推進を図ります。 

2005年 3月 田園調布学園中等部高等部 校長 西村弘子 

 

 

 

 

 

 

 


